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1.はじめに
　現在、全国規模の強震計ネットワークの記録として、防災科技研の K-NET・KiK-netや気象庁のネットワークのもの

がある。気象庁の観測点は地盤条件が不明であるため、従来、地盤条件を考慮した解析が困難であった。地盤条件の違
いを表現する簡便な指標として地盤の平均Ｓ波速度が有効であることが指摘されている。各地の地盤の平均Ｓ波速度を
知る方法として、1)速度検層やボーリング柱状図などの地盤調査結果に基づく方法、2)レイリー波の位相速度から推定
する方法 [文献 1]、3)国土数値情報の地形分類・標高データ等から推定する方法 [文献 2、3]、などがある。1)および 2)
の方法では現地での調査・測定が必要であり、3)の方法は国土数値情報の基本単位が 1kmメッシュであるため空間分解
能が低い。本研究では、地震観測点での地盤の平均Ｓ波速度をジャストポイントでかつ簡便に推定する方法を提案する。

2.推定手法と使用したデータ
2.1推定手法
　相互に距離が近い 2つの観測点 (以下、観測点ペア)のうち、一方の観測点において地盤のＳ波速度データが得られ

ており、この地点での地表から深さ d(m)までの地盤の平均Ｓ波速度が Vs(d)kであるとする。この観測点ペアで同一の地
震による記録が得られているとき、地盤データがある方の観測点での最大振幅値および震源距離を PGMkおよび Xk と
し、もう一方の地盤データがない観測点での最大振幅値および震源距離を PGMuおよび Xuとおく。このとき、幾何減
衰の補正をした観測点ペア間の相対的な地盤増幅度 (AF’) は式 (1)で表される。

AF’=(PGMu/PGMk)× (Xu/Xk) 　・・・(1)

観測点ペア間で地盤増幅度と地盤の平均Ｓ波速度が比例関係 (log(AF)∝ b× log(Vs(d))、b:比例定数)にあるとすれば、
地盤データのない観測点での地盤の平均Ｓ波速度 (Vs(d)u)は、式 (2)で表される。

log(Vs(d)u)=log(Vs(d)k)+log(AF’)/b　・・・(2)

著者らは全国の K-NET・KiK-net観測点を対象とした観測点ペアの記録に基づく検討から平均的な bの値を求めてい
るため [文献 4]、観測点ペア毎に Vs(d)k、AF’、bを式 (2)に代入することにより、地盤データが得られていない観測点
での Vs(d)uを概略推定できる。

2.2使用したデータ
　地盤データが得られている K-NET・KiK-net観測点を対象として、深さ 30mまでの地盤の平均Ｓ波速度 (Vs(30)k)を

計算した。一方、地盤データが得られていない観測点としては、気象庁の 95型震度計観測点 (以下、JMA観測点)のう
ち今回は関東地方の 49観測点を対象とした。各 JMA観測点から K-NET・KiK-net観測点までの距離を計算し、その中
で最も距離が近い観測点と当該の JMA観測点を観測点ペアとした。観測点ペアでの地震記録については、各機関の観測
開始から 2003年 12月までの記録を収集した。

3.解析結果
　各観測点ペアについて、式 (1)から地震ごとの AF’ を計算したところ、多くの観測点ペアにおいて比較的に安定し

た AF’ が求められた。ただし、M5.0程度以下の記録に基づく AF’ には大きなばらつきがみられる場合があった。推定さ
れた AF’ を式 (2)に代入して、各 JMA観測点での Vs(30)uを推定した。推定された Vs(30)uの妥当性を検証するため、
JMA観測点から半径 500m以内のボーリング柱状図 (千葉県：4地点、東京都：2地点、神奈川県：1地点)を収集した。
太田・後藤の経験式 [文献 5]を用いて N値・深度をＳ波速度に換算し、これに基づいて平均Ｓ波速度を計算したところ、
JMA観測点での Vs(30)uを比較的に良好な精度 (± 50m/s程度)で推定できていることを確認した。

4.まとめ
　近接観測点ペアでの地震記録に基づいて地震観測点での地盤の平均Ｓ波速度を推定する手法を提案した。今後は、そ

の他の JMA観測点周辺のボーリング柱状図を収集し、本手法の妥当性についてさらに検証を進めていく予定である。
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